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放射能汚染土壌表面付近の放射線量の現場計測
On site measurement of radiation dose around the radiation-contaminated surface soil
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平成 23年 3月 11日の東日本大震災によって発生した大津波により，東京電力福島第一原子力発電所（以下では原発
と略す）は壊滅的な被害を受け，その後の原発の２号炉格納容器破壊や４号炉使用済み燃料プール火災にともなう放射
能大量放出があり，大気中にヨウ素 131やセシウム 137などの放射性物質が大気や海洋に拡散してしまった。
　我々は 3月 26日と 4月 2日に茨城県と福島県の土壌表面付近の放射線量調査を実施した。この調査の目的は，�土

壌表面付近の放射線量を現場で計測するための様々な測定器（ガイガーミューラーカウンター，ヨウ化セシウムシンチ
レーションカウンター，電離箱式サーベイメーターやガンマ線スペクトルメーター）を活用し，個々の測定器の特性（ど
のような放射線を計測しているか）を理解するとともに，�どのような手法で土壌表面付近の放射線量を測定すべきか
を現場で検討し，さらに�私たちが定点観測地点とした場所での土壌表面付近の放射線量が 3月 26日と 4月 2日とでど
の程度異なっているか，また�私たちが定点観測地点とした場所や，福島県飯舘村の土壌表面付近の放射線量を調べる
ことにより，福島原発からの距離と，土壌表面付近の放射線量との関係を明らかにすることである。
　私たちが定点観測地点としている常盤高速道路のサービスエリアの土壌表面付近からの放射線量は 3月 26日の測定

値に比べて 4月 2日の測定値は減少していることが確認された。例えば原発から 98km離れた日立中央パーキングエリ
アの 3月 26の土壌表面付近の放射線量は電離箱式サーベイメーターでは 5.3マイクロシーベルト/時，ヨウ化セシウムシ
ンチレーションカウンターでは 1.7マイクロシーベルト/時であったものの，4月 2日の土壌表面付近の放射線量は電離
箱式サーベイメーターでは 2.7マイクロシーベルト/時，ヨウ化セシウムシンチレーションカウンターでは 0.8マイクロ
シーベルト/時でいずれも半減している。
　原発から 49km離れた湯の岳パーキングエリアの 3月 26の土壌表面付近の放射線量は電離箱式サーベイメーターで

は 40.4マイクロシーベルト/時，ヨウ化セシウムシンチレーションカウンターでは 7.8マイクロシーベルト/時であったも
のの，4月 2日の土壌表面付近の放射線量は電離箱式サーベイメーターでは 22.2マイクロシーベルト/時，ヨウ化セシウ
ムシンチレーションカウンターでは 3.6マイクロシーベルト/時でいずれも半減している。こうした減少は電離箱式サー
ベイメーターで計測されるベータ線，ガンマ線と，ヨウ化セシウムシンチレーションカウンターで計測されるガンマ線
の多くが，半減期が 8.04日のヨウ素 131であることに起因するためであると考えられる。ガンマ線スペクトルメーター
による現場でのスペクトル解析でもヨウ素 131に起因するガンマ線が検出されている。
　ヨウ化セシウムシンチレーションカウンターは 0.1MeV以上のエネルギーのガンマ線を計測できるため，空気中や

土壌表面付近のヨウ素 131から発生する 0.364MeVのガンマ線や，セシウム 137から発生する 0.66MeVのガンマ線など
の測定が可能である。しかし，ヨウ素 131やセシウム 137から発生するベータ線はシンチレーションカウンターの窓材
によって吸収されてしまうため，測定できない。一方，電離箱式サーベイメーターはこれらのベータ線，ガンマ線，そ
れに散乱ガンマ線の放射線量を現場で把握することが可能であるため，ヨウ化セシウムシンチレーションカウンターよ
り高い測定線量となる。
　福島県飯舘村の臼石小学校校庭の 4月 2日の土壌表面付近の放射線量は，電離箱式サーベイメーターでは 93.4マイ

クロシーベルト/時であることが判明した。3月 15日の原発の２号炉格納容器破壊や４号炉使用済み燃料プール火災にと
もない，放射能雲は風と共に北西に移動し，その日のうちに飯舘村にまで達したことになる。放射能雲の中の放射性物
質はやがて雨とともに耕作地や森林に沈積し，しばらくの間は放射線を周囲にまき散らすことになる可能性がある。
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